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遠隔地における授業実践―戦時中のポスターを利用して― 

岐阜県立岐山高等学校 浅野 伸一  

 

１．実施学年及び教科・領域   

高等学校第３学年 地理歴史科  日本史Ｂ 

 

２．学習のねらいと博物館の活用との関連について 

（１）主題名 戦時中の生活 

（２）ねらい   

戦時中のポスターを見てそのポスターの内容を理解し、その意義を考えることをねらい

とした。  

学習指導要領高等学校日本史Ｂによれば、「第二次世界大戦と日本」に「国際社会の動

向、国内政治と経済の動揺、アジア近隣諸国との関係に着目して、対外政策の推移と戦時

体制の強化など第二次世界大戦と日本とのかかわりについて考察させる」とあり、戦時中

の生活の学習はここに入り、どのようにかかわったかを考察させることになる。 

  また内容の取扱いの（１）のウの「諸資料の活用について」では、「年表、地図その他

の資料を一層活用させるとともに、地域の文化遺産、博物館や資料館の調査・見学などを

取り入れるよう工夫すること」とある。 

  学習指導要領解説によると「実物や複製品などの資料と接して知識・理解の一層の定着

を図ったり、さらに具体的で多様な情報を得て歴史の考察を深めたりすることができる」

とある。  

  また内容の取扱いの（３）の「近現代史の指導について」では、「近現代史の指導に当

たっては、客観的かつ公正な資料に基づいて、事実の正確な理解に導くようにするととも

に、多面的・多角的考察し公正に判断する能力を育成するようにする。その際、核兵器な

どの脅威に着目させ、戦争を防止し、民主的で平和な国際社会を実現することが重要な課

題であることを認識させる」とある。 

  このような学習指導要領を踏まえて授業を試みた。資料の扱い、博物館の利用、公正な

資料の取扱いに気をつけることを心がけた。 

（３）博物館との関連                                

 国立歴史民俗博物館の貸し出し教材「戦争ポスター」を借用し、教材として利用する。 

（４）博物館とインターネット 

  実践をおこなった３年生は、昨年、２年生の時に修学旅行で歴博へ行っている。その時

に事前学習としてインターネットを利用して歴博のあらましと所蔵品について学習して、

歴博がどのような博物館であるかを理解している。実際に歴博へ行ったときには古    

代 を 中 心 に 見 学 し た が 、 短 い 時 間 の 間 に 全 館 を 見 学 し た 生 徒 も お り 、 近 現 代 に 興    

味を持った生徒もいた。このように歴博に行っているのでその前提として歴博の基礎知識

を学習しているので、次のような学習も可能になった。  
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 このような学習形態は初めての経験であるので、ワークシートの説明をして、机間巡視

して指導した。その際にポスターの文字が旧字で書かれている場合どのように読むのか、

また、当時の学校制度について、例えば陸軍少年学校の幼年は何歳であるかと質問をした

り、内容の理解に困っている生徒に対して、

ヒントを与えて理解できるようにしたりし

た。 

 慣れてくると 2 人で助け合ってポスター理

解に奮闘するようになった。 

  ２組のペアに考察の結果を発表させた。写

真は最初のペアである。発表のポスターの内

容は、啓発新聞についてであり、独特の個人

的理解でユニークな発表であった。このポス

ターは、戦時中の民間人の生活がどのように

制限されていたかを知るには価値があるものだった。    

  ワークシート（ある生徒の例） 

戦 時 中 の ポ ス タ ー で 日 本 を 考 え る  

 １ 枚 目  ２ 枚 目  

○ ポ ス タ ー の 名 前  こ の 仇 は 俺 た ち が 討 つ  国 民 体 力 法 被 管 理 者 調  

○ い つ 頃 の も の か  昭 和 19 年 2 月  194 0 年  

○ ポ ス タ ー の 内 容

・ 気 づ い た こ と な ど

4 5 0 0 人 全 員 戦 死  

大 和 魂 に 驚 愕  

米 紙 報 道 恐 る べ き マ ー シ

ャ ル 戦  

国 民 （ 男 子 ） の み に 体 力 検

査 を 義 務 づ け そ の 底 上 げ を

は か っ た 。  

○ 内 容 か ら わ か る こ と ・ 疑 問  

戦争中は、国民にもいろいろなことが義務づけられたり、強制されたりしていて、

それをわかりやすく記憶に残るようなポスターで表そうとしていたことがわかった。 

 

５．成果と課題 

 （１）この授業のまとめ 

  生徒のワークシートに書かれた意見をみると、内容を理解し戦時中のポスターについ 

て学び得た知識を利用して、その時代について興味・関心を抱き、ポスターの内容やその

意義を的確につかんでいると見られる。例として、陸軍少年飛行兵の募集ポスターについ

ては「戦争中は自分が想像していたものよりも過酷なものであったことがわかった」、「学

生も戦争にかり出された過酷な時代であった」、「今では考えられないことがおこってい

た」と書いている。これは生徒もこのポスターの対象が自分たちと同年代であることを知

っており、今の平和な時代と対比していることがわかる。また同じようなポスターである

陸軍特別幹部候補生の募集ポスターでは、「戦争に対する積極的な姿勢と負けると思って

いない感情が読み取れる」、「こんなポスターがあり、国が国民に強く訴えていたことが
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